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1. はじめに  

 認知症を取り巻く社会的課題は, 日本の社会にとって大

きなインパクトを有する. 厚生労働省の研究班によれば, 

2025年には日本の認知症高齢者数は 700万人を越えると推

定されている[1]. この数字は, 認知症当事者である本人

とその家族, 軽度認知症障害を持つ人とその家族を含めれ

ば, さらに何倍にも増える. 認知症当事者である本人の日

常的な生活をいかに支えるか, 認知症にやさしい社会

（Dementia Friendly Community）をどのように形作るかと

いう社会デザインは, 組織や業種を越えて解決を模索して

いく重要な課題である.  

 認知症のような社会的課題においては, 技術的な要素以

上に, 認知症当事者を取り巻く社会的な状況や課題を構造

的に分解し検討する必要がある. 認知症にやさしい社会と

いう言葉は魅力的ではあるが曖昧でもある. 具体的にどの

ような状態を実現すれば認知症にやさしい社会なのかも議

論の途上である.背景には, 認知症に関わる課題が,医療・

福祉・介護の専門職の課題だと一般には認識されているこ

ともある. 流通・金融・交通など生活を構成する様々なセ

クターが関与すべき社会的課題という認識も希薄である. 

本発表では, 認知症にやさしい社会デザインを推進す

るためのマルチステークホルダープラットフォームの構成

プロセスについて述べる. まず, イノベーション・アーキ

テクチャの観点からマルチステークホルダープラットフォ

ームの構成手順について述べ, ADR の連鎖というプロセス

を提示する. さらに, その具体例として, 認知症フレンド

リージャパン・イニシアチブとして行ってきた実践的な活

動について述べ, 最後に今後の課題に触れる.  
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2. イノベーション・アーキテクチャ 

 スイス連邦工科大のチルキーらによって提唱されたイノ

ベーション・アーキテクチャ[2,3]は, 新たな市場への製

品・サービスを検討するにあたり, 考慮すべき対象領域を, 

階層的なモジュール群の集まりとして構造的に表現し理解

するための手法である. イノベーション・アーキテクチャ

は, 研究開発やビジネスシステムのイノベーション・プロ

セスを俯瞰的に分析するツールとしても優れている.  

図 1 はイノベーション・アーキテクチャによる分析を実

施するときに用いる典型的な模式図である. イノベーショ

ン・アーキテクチャにおける分析では, 対象とする領域を

既存領域と新規領域に分け, まずは既存領域の構成要素を

階層的に分解する. 階層の取り方は対象事案に応じて可変

だが, 一般的には, 下から Knowledge 層（上位の技術やシ

ス テ ム に 影 響 を 与 え る 基 礎 と な る 知 識 ） , 

Resources/System Platforms 層（上位の機能の構築に必要

な技術やシステム群）, Functions 層（上位の製品・サー

ビスを構成する機能群）, Products/Services 層（上位の

ビジネスを支える製品・サービス群）, Businesses 層（現

在および将来にわたるビジネスのカテゴリ群） , 

Trends/Markets 層（社会的, 経済的な観点でのトレンドや

マーケット）で構成する.  

 

図 1 イノベーション・アーキテクチャの構成模式図 
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概要：本発表では, 認知症フレンドリーな社会デザインを推進するためのマルチステークホルダープラットフォーム

が, 必要な構成要素を獲得するプロセスについて述べる. 2013 年に発足した認知症フレンドリージャパン・イニシア

チブは, 認知症をとりまく課題の解決を社会のデザインの問題と捉え, われわれの暮らしを規定している企業・自治

体・NPO といった様々なセクターから集まった人々とともに, 認知症フレンドリーな社会デザインのためのマルチス

テークホルダープラットフォームの構築に向けた取り組みを行ってきた. 本発表では, イノベーション・アーキテク

チャの構成手順という観点から, 認知症フレンドリージャパン・イニシアチブとして推進してきた実践的な活動を考

察する. 
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2.1 イノベーション・アーキテクチャの構成手順 
イノベーション・アーキテクチャの構成手順は, 図 1 右

側の新規領域を明確にするプロセスである. そのプロセス

は, 1) Trends/Market 層にターゲットとなる特定テーマを

セットすることと, 2) Resources/System Platform 層のモ

ジュールを既存・新規の関係者が相互に共有することから

始まる. Trends/Markets 層の特定テーマは, 異なる業種・

組織をつなぐバウンダリー・オブジェクトとなる. バウン

ダリー・オブジェクトとは「異なるコミュニティやシステ

ム間の境界（バウンダリー）に存在するモノ, 言葉, シン

ボルを意味し, コミュニティ同士をつなぐもの, あるいは

新たにコミュニティを形成するものとして生み出されるも

の」 [4]である . また , 関係者が Resources/System 

Platform 層のモジュールを共有過程は, 実現可能性の探

索範囲を拡張するプロセスとして機能する. 

 認知症のような社会的課題では, イノベーション・アー

キテクチャの生成プロセスは, 複数のステークホルダーが

協働する漸進的プロセスとなる. 複雑な社会的課題は, 単

独の企業や組織, セクターでは解決できない上に, 社会実

装の過程も中・長期的なものになるからである.  

Trends/Market 層でのテーマ設定と Resources/System 

Platform 層の相互理解は, 漸進的で繰り返しを伴うプロ

セスの中で明確になる. 早い段階で Trends/Market のテー

マを設定し精緻なビジネスモデルを検討するアプローチは

機能しない. プロセスの初期段階では, ステークホルダー

相互の理解も,協調による可能性の理解も不十分である. 

新規領域の Trends/Market 層で特定すべきテーマと利用可

能な Resources/System Platform 層のモジュール群は, プ

ロジェクトの進行の中で明確化されていく.  

このような状況においては, 図 2 で示すように, 曖昧な

状況における 1) 視点の発見, 2) 視点の育成, 3) 視点の

具体化をいうプロセスを認識しておく必要がある. 認知症

に関わる社会デザインは対象領域も広範で曖昧性も高い.

安易に Trends/Market 層でテーマを設定しても, 図 1 の新

規領域で求められる機能（Functions）の本質的理解は得ら

れない.複数のステークホルダーがお互いが持つ余剰リソ

ースを提供する「オープン・リソース・コミュニティ」型

の協働作業を繰り返す中でこそ「視点の発見」「視点の育成」

「視点の具体化」は進み, Trends/Market 層として特定す

べきテーマ, そしてそこで求められる機能（Functions）が

明確になっていく.  

 

図 2 曖昧性が高い状況での視点の具体化プロセス 

2.2 キャズム内ネットワーク 
 課題自体が曖昧な状況で「視点の発見」や「視点の育成」

を進めるには, 視点を補完する他者としてのステークホル

ダーの獲得方法についても考慮する必要がある.パートナ

ーとなるステークホルダーが具体的に誰なのか, 協力関係

はどこまで可能なのかも曖昧だからである.  

 注目すべきは, 新規領域のステークホルダーにはキャズ

ム[5]でいう「イノベーター」と「アーリー・アダプター」

が多く含まれているという点である. キャズム構造はセク

ターや業種には依存しない. 社外とのコミュニケーション

コストが高いために閉じた組織の中で活動を抑制されてい

た「イノベーター」「アーリー・アダプター」も,社外との

コミュニケーションコストが大幅に低下していけばキャズ

ム内ネットワーク（図 3：破線の内側）に参加できる.  

 
図 3 キャズム内ネットワーク 

 

キャズム内ネットワークの形成を推進することは,イノ

ベーション・アーキテクチャの構築プロセスにおいて重要

である. キャズム内ネットワークの価値は人的なつながり

だけではない. それぞれのセクターには固有の資源・知

識・専門性が存在する. また, 認知症の文脈では,セクター

の対象は企業・業種にとどまらない. キャズム的な構造は, 

認知症の本人や家族と社会との間にも存在する. キャズム

内ネットワークの形成を推進することによって, 社会的に

分断されていたそれぞれのリソースが相互に接続し,これ

までにはない競争力につながる可能性が発生する.  

 

2.3 ADR プロセスの導入 
 キャズム内ネットワークを活用し, イノベーション・ア

ーキテクチャの各層のモジュールを豊かにしていくには, 
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も必要となる.  

図 4 に示すのは,関係性の構築に特化した新たなプロセ

ス（ADR の連鎖）である. ADR の A, D, R はそれぞれ Action,  
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ADR が終了した段階で, 製品・サービスの開発や詳細化へ

と向かう. ADR の連鎖というプロセスではそのような方向

には進まない. その代わりに, 直接関係ないような複数の

ADR の関係性(R)を結びつけ,別の新たな ADR を生成してい

く. ADR の連鎖を素早く生成することを繰り返すことで, 

可能性の探査範囲が広がり,キャズム内ネットワークの範

囲も拡大していく. キャズム内ネットワーク内に生成され

た関係性も ADR を繰り返し実施することで強化されていく. 

必要とされた Functions 層のモジュールが別のセクターに

豊富に存在することが発見され, 低い獲得コストで利用可

能なことも見えてくる. その結果, これまでにはない新た

な活動を創出されやすくなる. ADR の連鎖による一連のプ

ロセスにおいて, アウトプットとしての製品・サービスは

副次的な生成物であり, 実際に KPI で評価すべき内容は

ADR プロセスの回転数ということになる.  

 

図 4 ADR の連鎖による一連のプロセス 
 

3. 認知症フレンドリージャパン・イニシアチブ 

 認知症フレンドリージャパン・イニシアチブ (DFJI: 
Dementia Friendly Japan Initiative)[5]は, 認知症を取り巻く

課題を社会のデザインの問題と捉え, 医療や介護の枠組み

を越え, 人々の日々の暮らしに影響を与える企業や地方自

治体, そして認知症に関連する様々なNPOや市民団体から

人が集まり, 実験的にさまざまな未来の可能性を探ってい

る一般社団法人である.  
認知症フレンドリージャパン・イニシアチブは, 2013 年

に一般社団法人化したが, その前段階の 2011年から活動を

開始した. 以来, NPO 法人認知症フレンドシップが主催す

る RUN 伴（図 5 左上）[6], ブリティッシュ・カウンシル

と共同で実施した Futures（図 5 左下）[7], 高校生×商店街

を軸に古い写真を用いて地域のコミュニケーションを促す

富士宮プロジェクト（図 5 右上）[8], 認知症フレンドリー

ジャパン・サミット（図 5 右下）など, マルチセクターに

よるさまざまな活動を支援したり実施したりしてきた.  

 
図 5 DFJI 関連の活動事例 

 

図 6 は, 2011 年からの認知症フレンドリージャパン・イ

ニシアチブが関連したさまざまな活動(ADR)の相互関係を

模式的に示したものである. 図 6 に示したひとつひとつの

円はそれぞれの活動単位(図 4 の ADR)を意味し, 円の色は

それぞれ, 海外との連携（青）・行政との連携（紫）・NPO

との連携（緑）・独自の活動（橙）を意味する. 太線の円で

表示した活動(ADR)は, その活動から具体的なアウトプッ

トが生まれたもの, 濃い色で表現した活動(ADR)は他の多

くの活動(ADR)の起点になっているものを示している.  

図 6 をみると, 認知症フレンドリージャパン・イニシア

チブの一連の活動(ADR)は, 図 4 で示したように, 複数の

活動(ADR)の関係性を組み合わせて生成される ADR の連鎖

を構成していることがわかる.  

 
図 6 DFJI 関連の活動(ADR)の相互関係の模式図 
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立場の人が一同に会し, 対話型のワークショップを通して, 

誰もが普通に暮らせる社会の設計を考えていくイベント

（認知症フレンドリージャパン・サミット, Dementia 

Friendly Summit: DFJI）を実施している. 2017 年 9 月に

実施した DFJS2017 では 3 日間で 20 セッションを実施し, 

延べ 293名の関係者が参加した. 図 7に DFJS2017の様子を

示す.  

 

図 7 認知症フレンドリージャパン・サミットの様子 
 

認知症フレンドリージャパン・サミットの開催にあたり

留意していることは, サミットは成果の発表の場ではなく, 

対話型のワークショップを通じ, 参加者が図 2 で示したよ

うな「視点の発見」「視点の育成」「視点の具体化」を実現

しやすくする場を創り上げることである. したがって, そ

れぞれのワークショップの内容は, その活動の方向性が明

確に定まっていない段階であってもよい. 認知症フレンド

リージャパン・サミットが目指す方向は, 図 3 で示したキ

ャズム内ネットワークの形成と, 図 4 で示した ADR の連鎖

の発動だからである. 実際, 認知症フレンドリージャパ

ン・サミットからは, 「認知症にやさしい交通プロジェク

ト」「認知症にやさしいまちの指標プロジェクト」「認知症

にやさしい図書館プロジェクト」などが生まれている. い

ずれの活動も, 認知症フレンドリージャパン・サミットで

萌芽的な段階でのワークショップが行われ, その後, 認知

症フレンドリージャパン・サミットを契機とする具体的な

活動が展開している.  

 

3.2 旅のことばプロジェクト 
 ADR の連鎖を活用した具体的な事例として, 慶應義塾大

学総合政策学部井庭崇研究室と認知症フレンドリージャパ

ン・イニシアチブが実施した「旅のことば 認知症とともに

よりよく生きるヒント」[9]の共同制作プロジェクトがあげ

られる. 「旅のことば」は, 1970 年代に建築の分野で生ま

れたパターン・ランゲージの概念を, 世界で初めて福祉の

分野に応用したものである.  

旅のことばプロジェクトには, 先行する 2 種類の ADR 

Type の活動群が存在する. ADR Type-1 は, RUN 伴など福祉

関係者と協調した活動群である. ADR Type-2 は, Futures

に代表される企業と実施してきた認知症・高齢社会をテー

マとするワークショップを中心とする活動群である.  

旅のことばプロジェクトは, RUN 伴のような ADR Type-1

の活動を通して獲得されたコンテクスト・コンテンツ・課

題意識が具現化したものである. イノベーション・アーキ

テクチャ上では, RUN 伴などの ADR Type-1 の活動群が, 図

2 における「視点の発見」と「視点の育成」に寄与し, 「視

点の具体化」の結果として, Trends/Market 層のテーマと

して旅のことばプロジェクトのコンセプトである「認知症

とともによりよく生きることの言語化」が生まれた. 

一方の ADR Type-2 の活動群は, 図 3 のキャズム内ネッ

トワークの形成に大きく寄与している. そして, ADR 

Type-2 の活動群によって生まれたキャズム内ネットワー

クでの情報交換の過程から, パターン・ランゲージのコミ

ュニティとの接点が生まれ, 慶應義塾大学と旅のことばプ

ロジェクトを開始する契機が生まれた.  

また, 旅のことばプロジェクトの実施段階においては, 

ADR Type-1, ADR Type-2 の活動群は, イノベーション・ア

ーキテクチャ上の Resources/System Platform 層における

モジュール群として機能している. ADR Type-1 の活動群は

「旅のことば」のインタビュー対象の選定に重要な役割を

果たし, 同時に「旅のことば」自体の質の向上に寄与する

豊富なコンテクストやコンテンツの供給源となった. ADR 

Type-2 の活動群は, プロジェクト実施段階における人的

リソースの供給源になった.  

この状態を, 図 1 のイノベーション・アーキテクチャの

模式図で振り返ると, 「旅のことば」プロジェクトという

ADR は , ADR Type-1 の活動群によって獲得された

Trends/Market 層のニーズと ADR Type-2 の活動群によって

獲得された Resources/System Platform 層上での可能性の

発見から生まれたといえる. さらに, 実施段階においては, 

ADR Type-1, ADR Type-2 の 2 種類の ADR の活動群によって

獲得された Knowledge 層, Resources/System Platform 層

と, 慶應義塾大学の研究室が保有していたパターン・ラン

ゲージに関する Knowledge 層, Resources/System Platform

層, Functions 層とが組み合わせられ, 「旅のことば」と

いう Products/Services 層のアウトプットが生成されたと

いえる.   
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4. ADR の連鎖という仮説 

 認知症フレンドリージャパン・イニシアチブの活動や旅

のことばプロジェクトから見えてくるのは, 下記のような

一連の可能性である.  

① 認知症のような社会的課題は, イノベーション・アー

キテクチャにおける Trends/Market 層のニーズ探索

の源泉となる.  

② 新たに獲得された Trends/Market 層のニーズに対し

て,イノベーション・アーキテクチャの Knowledge 層, 

Resources/System 層, Platform 層, Functions 層に

対して,異なるバックグラウンドを持つマルチステー

クホルダーの関与が価値を形成する.  

③ 社会課題を起点とした活動には,「曖昧性が高い状況

での視点発見プロセス」「キャズム内ネットワークの

形成プロセス」「ADR の連鎖を誘発するためのプロセ

ス」が含まれる.  

④ 高齢社会や認知症というようなやや漠然とした社会

的課題は, 視点の発見から視点の具体化に向かうプ

ロセスの入り口である.  

⑤ 企業・地方自治体・NPO といった異なる時間軸とアプ

ローチを持つ組織によるキャズム内ネットワークは, 

Knowledge 層 , Resources/System Platform 層 , 

Functions 層のバリーションを豊かにする.  

⑥ ADRの連鎖は, 視点の具体化とキャズム内ネットワー

クの強化に寄与する.  

旅のことばプロジェクトは, 上記の可能性が仮説とし

てそれなりに妥当性を持っていることを示している.  

もちろん, 製品・サービスというアウトプットは ADR の

連鎖の副次的な結果であるとする考え方は, 従来の製品・

サービスの開発概念とは大きく異なり, 仮説性は強い. ま

た, ADR の連鎖というプロセスの価値を認めたとしても, 

ADRにおけるそれぞれの Relationの質の担保という問題は

避けて通れない. また, ADR の連鎖というプロセスでは, 

個々の Relation の価値は ADR の実施直後には評価できず, 

複数世代の ADR を経た後に明らかになる. この状況はプロ

セスマネージメントとしては扱いにくく,属人性の議論を

除外できない危険性を孕んでいる.  

このような課題を孕みつつ, 少なくとも認知症に関す

るマルチステークホルダーによる取組みで見えてきたこと

は, ADR の連鎖というプロセスが, 社会課題ベースのマル

チステークホルダープラットフォームを運用する上でひと

つの重要な要素となる可能性を持つことである.  

 

5. 今後の課題 

 本発表では, ADR の連鎖というプロセスを展開しながら

イノベーション・アーキテクチャの各層のモジュール群を

獲得していく方法論について述べた. このような方法論が

一般的に有用かどうかの検証は今後の課題となる. そのた

めには,高齢社会デザインのさまざまな研究活動において, 

Trends/Market 層のテーマが具体的にどのように特定され, 

マ ル チ ス テ ー ク ホ ル ダ ー に よ る Resources/System 

Platform層, Function層のモジュールが提供されたのかと

いう事例を蓄積し, 分析を積み重ねる必要がある. また, 

ADR の質の担保とその評価方法も今後の課題である.  

 また, 福祉分野と工学分野という従来は大きく離れた領

域の接続は, 従来の情報処理にかかわる先端技術の開発と

は異なる方法論と可能性を有しており, そのような境界領

域において, 具体的なテーマをいかに創出していくかも今

後の重要な課題である. たとえば, 「認知症にやさしいま

ち」を構成する要素から定量的・工学的に評価可能な要素

を抽出することは, 汎データ時代の情報処理分析の重要な

課題だが, 定量評価を真に有用なものとするには, 福祉的

視点と工学的視点の双方が必要である. また,認知症に起

因する生活上の困惑やコミュニケーションを阻害する状況

の工学的補完方法についても, 福祉の文脈では工学的視点

が不足し, 工学的文脈では福祉的な実用性の文脈が不足し

ている領域といえる. 認知症フレンドリージャパン・イニ

シアチブとしては, 引き続き, マルチステークホルダーが

協調する活動を実施し, マルチステークホルダーが協調す

る新たな Trends/Market 層のテーマ設定を推進したいと考

える.  
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